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 当該研究委員会は、利用者の立場からみた日本の医療システムの現状と改革の方向、問題の把

握と解決に向けた政策課題について研究している。その一環として、勤労者を対象にした医療に

関する意識調査を実施した。本調査報告書は、連合総研が定期的に実施している「勤労者の仕事

と暮らしについてのアンケート調査」のなかに医療に関する設問を特別に設定し、結果をとりま

とめたものである。調査結果のポイントはつぎのとおりである（回答者数は約 760 名）。 

 ◆＜健康でない＞人が２割弱で、生活全般に不満をもっている人が多い。 

 ◆約６割が現在の医療に不満をもっており、とくに＜健康でない＞人に不満が高い。 

 ◆不満をもつ人は、とくに医療の選択に関する情報を強く求めている。 

 ◆医療の安全への関心は非常に高く、安全確保のための対策としては、「医師の技術力」や「医

療事故情報の共有化」が重視されている。 

 ◆医療費の負担については、８割弱が負担を感じており、とりわけ 40 代男性で負担感が強い。 

 ◆医療費の自己負担増による医療や健康についての行動の変化では、６割弱が行動に変化があ

ったとしており、とくに 40 代の４割が早期受診を抑制している。 
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